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レポート作成に便利！～参考文献と引用機能～ 
レポートや卒論に取り掛かるとき、たくさんの本や論文を読むことが必要です。読んだ本や論

文の参考文献リストから、さらに新しい資料と出会い、自分のテーマにとってより重要な参考

文献を見つけ出すこともできます。そんな時、データベースを活用すると、とても便利です。

今回は今までに紹介した 2つの電子リソースを例として、より重要な参考文献を見つけ出し、

簡単にご自分のレポートや卒論に引用する方法をご紹介します。 

 

コンテンツ 
 

 

  ① 「EBSCOhost」の「引用」を利用すると・・・‼ 

  ② 「ジャパンナレッジ Lib」の「引用元挿入機能」ってナニ⁈ 

参考 ： より重要と思われる文献を探そう 
 

 

① 「EBSCOhost」の「引用」を利用すると・・・‼ 
 

1. 「EBSCOhost」にログインしましょう。 
 南山大学図書館 TOPページ→電子リソースポータルにアクセス→ 
▶データベース、プラットフォームから探す→■目的で絞り込む から「論文・記事 
（国外）」さらに ■分野で絞り込む から「総合」を選択します。 

＊学外からアクセスする場合は AXIAへのログインが必要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*EBSCOhostにログインする方法は、上記の他 
にもいろいろなアプローチのしかたがあります。 
ご自分の一番アクセスしやすい方法を見つけて 
ください。 
ex.■目的で絞り込む の選択を「よく使うデータ
ベース」に変えても OK 

https://proquest.sunmedia.co.jp/nanzan/erp.htm
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2.「Academic Search Complete(EBSCOhost)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

3.「EBSCOhostはこちらから」をクリックし、特に限定したものを選択しないのであれば、

「すべて」にチェックを入れて「続行」を押しましょう。 
 

 

 

 
 

 

 

 

4.検索画面に「washoku」と入れて検索してみました。条件を絞るとより効果的です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは学術的な内容で絞り込みができます。参考文献があるものはさらに別の文献へと 

導いてくれますし、査読され学術雑誌に掲載されているものは、その研究が重要だと認め 

られているということになります。 

より重要な文献をリストから見つけて、そうした文献を読むことが大切です。 
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5.この論文を参考文献として引用する場合、タイトルをクリックしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

右端にでてくる「引用」をクリックすると、参考文献として記載する時の形式を選択する 

ことができます。 

文献リストを作成する時には、是非この「引用」ボタンを利用してください。 

 

6. 自分が使用したい形式を選び、レポートや卒論の文献リストに貼り付けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※どんな形式を使うかは、必ず事前に先生に確認しておくことが大切です。 
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② 「ジャパンナレッジ Lib」の「引用元挿入機能」ってナニ⁈ 
 

1. 南山大学図書館 TOPページ→電子リソースポータル→▶データベース、プラットフォーム 

探す→■目的で絞り込む「辞書・事典」さらに■分野で絞り込む「総合」を選択し 

「ジャパンナレッジ Lib」を選びます。 

 
 

 
 

 

2.検索画面に「washoku」と入れて検索しました。 
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3.ジャパンナレッジには、コピーしたテキストをWord等に貼り付けると、引用した情報を 

自動的に挿入してくれる機能があります。 

例えば 2.のタイトルをクリックすると、こんな画面が表示されます 

 
 

 

4.引用したい部分の範囲を指定してレポートなどにコピーして貼り付けます。すると、引用 

 した情報、項目(タイトル)名、コンテンツ名、データベース名、URL、参照した日時が 

自動的に挿入されます。 

 
※引用元挿入機能はブラウザが Internet Explorerの場合のみ有効などの条件がありますが、レポート 

などの作成時にはとても便利な機能ですので、ぜひ有効活用してください。 
 

 

 

 

 

 

 

この部分を引用するため選択したら・・・ 

4.のようにレポートなどに貼り付けられます。 
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参考 : より重要と思われる文献を探そう 
 

1. 南山大学図書館 TOPページ→電子リソースポータル→▶データベース、プラットフォーム

から探す■目的で絞り込む「論文・記事（国内）」さらに■分野で絞り込む「総合」を選択

し「CiNii Research」を選びます。「CiNii Research」というのは、日本で出版され

た学術論文や図書・博士論文などの日本の学術情報を検索できるデータベースです。 

 

 
 

 
 

 

2. 「CiNii Research」の画面が開いたら検索画面に「和食」といれてみます。 

 
探しているものは本なのか論文なのか・・・ 

種別によって切替えが可能です。 

ここでは論文を検索してみましょう。 

   

 

 

 

 

 

  

 
 

 

＊デフォルトでは、出版年：新しい順 となって 
いますが、より重要な文献を探す場合は 
「被引用件数：多い順」に並び変えるといいですね。
引用が多い＝重要な文献といえるでしょう。 
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3. 一番上に表示された文献を見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 
 

4. タイトルをクリックすると、この文献を引用している文献とこの文献が参考にした文献も 

検索することができます  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

最後に、南山大学の電子リソースポータルでは、データベースが分野ごと一覧に 

なっています。ぜひご自分のテーマに沿ったデータベースを選んで検索してみて 

ください。 

※データベースを使い終わったらログアウトをお忘れなく！ 

    そしてレポートや卒論の最後には参考文献リストをつけることをお忘れなく！ 
 

参考文献リストに記載すべき内容です。 
この論文は 13件の参考文献を引用し、 

11件の論文に引用されていることがわかります。   

＊抄録を読めば、文献全体を読まなく
てもこの文献の概要がわかります。 

 
＊論文の被引用文献や参考文献をたど
ることによって、一つの文献からさら
に次の文献へと関連する論文等を確認
することができとても役に立ちます。 


